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【タイトル】 

『父育のススメ』〜家族の絆を深めて幸せな子が育つ環境のために〜 

【概要】 

かつて子育ては、母親が中心となるのが一般的でした。今は父親の育児参加が社会

的に求められるようになり、子育てをする父親たちもまた、かつての世代とは異なり、

育児に積極的に関わろうとする意識を持っています。しかし多くの男性には父親のロ

ールモデルがおらず、どのように子どもと関わればよいのかがわからず、うまくいかな

い子育てに戸惑いや辛さを感じることも少なくありません。父親の関わりは子どもの

成長に与える影響が非常に大きいことが心理学でも証明されています。 

かつて福沢諭吉が『学問のススメ』で「学びが人生を変える」と説いたように、父親が

育児について学ぶことは、父親自身が親として成長し、家族の絆を深め子どもに幸せ

な家庭環境を与えることにつながります。本書では父親自身が育児を学ぶことで自ら

が育つ「父育」という新しい考え方を提唱し、父親が育児に積極的に関わることの意

義と、具体的な実践方法やメリットを紹介します。 

【想定する読者ターゲット】 

• 最近父親になったばかりの方

• 仕事と育児の両立に悩む父親

• 家族との関係をより良くしたいと考えている父親

• 子どもに関わりたいが関わり方がわからない父親

• 20～40 代の父親（特に現在子育て中の方）

【構成案】 

第 1 章：父育とは何か？ 

• ちなみに「父育」とは？（育児を学ぶことの重要性）



• 「父育」とは、父親が育児を学び自身も心理的に成長すること 

• 父親の関与が子どもに与える影響（科学的データ・研究結果の紹介） 

第 2 章：なぜ今、父親が育児を学ぶべきなのか？ 

• 現代の父親にはロールモデルがいないという現実 

• 「母親が育児をするもの」という固定観念の変化 

• 仕事と育児の両立が求められる時代の父親像 

第 3 章：父親が育児に関わることで得られるもの 

• 進歩の成長と学力向上（教育効果） 

• 心理的な安定と父親との絆 

• 父親自身の幸福度向上（育児が実現する心の充実） 

• 夫婦関係の改善（パートナーとの協力がもたらす相乗効果） 

第 4 章：父育の実践方法 

• もっと育児を知る（本・セミナー・実践的な学びの方法） 

• 日々の育児でできること（遊び・会話・生活習慣づくり） 

• 仕事とのバランスの取り方（時間管理の工夫） 

第 5 章：父育がもたらす未来 

• 「父育」が広がることで変わる社会 

• 未来の子どもたちへつなぐ父親の役割 

• これからの時代に求められる「新しい父親像」 

• 父親が育児に関わることで、子どもだけでなく、父親自身・家庭・社会に良い

影響を考える 

• 今こそ、お父さんたちが一歩を踏み出すとき 

 

 

 



【サンプル原稿】 

 

「父育のススメ」〜家族の絆を深めて幸せな子が育つ環境のために〜 

 

はじめに 

かつて、育児は母親の役割とされ、父親は外で働き、家庭のことは妻に任せるのが

一般的な時代がありました。しかし、昨今、父親の育児参加が社会的に求められるよ

うになり、また、今、子育て真っ盛りの父親達は、育児に積極的に関わろうとする意識

を持っています。 

ですが、多くの父親が「どう関わるべきか」「どんな声をかければいいのか」「何をした

らいいのかわからない」と戸惑い、迷い、辛さを感じています。私は子育てをする母親

や父親を対象とする講座を主宰しており、若い父親からそういう悩みを聞くことが少な

くありません。ですが、多くの男性は子どもと関わる父親のロールモデルがいないた

め、どのように子どもと関わればよいのかわからないのは、無理もないことなのです。 

というのも、今の若い父親の親世代は、「２４時間戦えますか」という栄養ドリンクのキ

ャッチコピーがあったように、朝は子ども達が起きる前に食事を済ませ、会社に行き、

子どもが寝た後に帰ってきて、休みの日は疲れて寝ていると言ったパターンも多くあ

り、父親が子どもと関わることはとても少なかったのです。私はまさにその世代で子育

てをしていましたが、息子が幼稚園のときに、お友達が「うちのお父さんはご飯を食べ

ない」と言っていたことがありました。つまり、父親の食事姿を見ることがほぼなかった

ほど、父親との接触が少なかったということなのです。 

当時は性別役割分業が一般的で、ワンオペ（家事育児を母親一人でこなす）という言

葉もないほど、母親一人で全てをこなすことが当たり前に行われていました。当時子

どもだった今のお父さん達からは、「父親には怒られた事しか覚えていない」「苦手」と

いうこともよく聞かれます。 

この状況の中で重要なのが、「父親も育児を学ぶことが大事」という認識です。 福沢

諭吉が『学問のススメ』の中で「学びが人生を変える」と説いたように、父親が育児に

ついて学び、自らも親として成長することは、子どもの将来にとっても、とても重要で

す。 



特に、子どもの心理的発達について学ぶことは、お父さんが適切な関わり方を身につ

けるために欠かせません。発達段階ごとの子どもの心の動きを理解することで、適切

な接し方がわかり、親子の絆を深めることができます。 

 

現代の育児環境と父親の役割 

かつては、地域社会や学校などが子どもの成長を支える場として機能していました。

ですが、近年は個人情報保護法やコンプライアンスの問題などで、学校の先生や近

所の大人が子どもに関わる機会が減少し、家庭での育児の重要性がますます高まっ

ています。こうした環境の変化により、父親の役割はこれまで以上に大切になってい

ます。 

父親が育児に関わることで得られる絆 

お父さんが育児に関わることで、子どもとの間に深い信頼関係が生まれます。一緒に

遊ぶ時間を通して、子どもは父親の愛情を感じ、心の安定につながります。また、父

親が関与することで、子どもの社会性や問題解決能力の発達が促されるという研究

結果もあります。 

さらに、育児に関わることは、お父さん自身にも大きなメリットがあります。子どもと一

緒に過ごすことで得られる喜びや達成感は、仕事のストレスを和らげ、家族との時間

をより充実したものにしてくれるのです。もちろん親子の絆が深まることは言うまでも

ありません。 

家庭環境の変化がもたらす社会的影響 

現在、不登校や引きこもりといった問題が社会的な課題となっています。研究による

と、父親が積極的に育児に関わり、家庭環境が安定すると、子どもの自己肯定感が

高まり、こうした問題の改善につながる可能性があるとされています。また、父親が子

どもの成長を支え、安心できる環境を提供することで、子どもが社会とのつながりを

持ちやすくなるのです。 

夫婦関係の改善と子育ての共通言語 

父親が育児に関わることは、子どもとの関係だけでなく、夫婦関係の改善にも大きな

影響を与えます。多くの夫婦が、子育てに関する意見の違いから衝突をしたり父親の

育児への関与の少なさが原因で夫婦関係が悪化し、そのまま離婚に至るケースも少



なくありません。しかし、父親が主体的に育児の知識を学び、実践すると、夫婦間の

共通理解が生まれるため、夫婦の絆が深まります。また、夫婦間で子育ての共通言

語を持つことは、離婚危機を回避する要素にもなります。子育てを夫婦の共同プロジ

ェクトとしてとらえ、育児を通じて夫婦の絆を強めることは、子どもの安心感にもつな

がり、家族全体の幸福度を高めることができるのです。 

また、父親が育児に積極的に関与することで、妻の負担が軽減され、結果として夫婦

関係がより良好になります。 

このように、父親が適切に育児に関わることは、子どもの成長にとっても、お父さん自

身の成長にとっても大きな意味を持ちます。ロールモデルがいない中で手探りの育児

に不安を感じることもあるかもしれませんが、学ぶことでその不安を解消し、父親とし

ての役割をより自信を持って果たせるようになれば、子どもとの関係だけでなく家庭

全体が豊かになるでしょう。 

今こそ、お父さんが育児を学び、実践する『父育』を始めるときです。 

本書では、「父育」の重要性を一緒に伝え、具体的にどのように育児に関わればよい

のか、その方法も紹介していきます。父親が育児を学ぶことがスタンダードとなり、夫

婦共に子育てを楽しみ、家族全体の幸福度が高まることを願っています。 

 


